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は じ め に

この調査は､ホタテガイの天然採苗を効率的に行うため､毎年継続 して実施しているものである｡今

年度は昨年度に引き続き､陸奥湾内の一連の調査を行ったほか､外海域でのラーバ調査､ヒトデのラー

バと付着に関する調査 (本誌､次項参照)を行った｡調査にあたって､湾内および外海の関係漁業協同

組合､各漁業研究会､青森市水産指導センターの方々に絶大な協力を得た｡ここに感謝の意を表する｡

Ⅰ 陸 奥 湾

調 査 方 法

1 水温測定その他

予報に用いた水温のデータは､沿岸定置観測による茂浦地先の表面水温と､陸奥湾開発調査によ

る湾内5地点のブイロット(第 1図)の水深別の水温､漁海況予報事業による浅海定線調査による

水温､および第 1-11回のラーバ調査における各調査点の表面水温 ･水深別水温であり､これらと

各々の前年までの平均値を比較対照として予報に用いた｡また､青森地方気象台による天候予報

(1カ月､3カ月)も予報の参考に用いた｡

2 母具成熟度調査

陸奥湾内の母貝の産卵時期と産卵規模を把握するため､56年12月から57年5月までの6カ月にわた

り､生殖巣指数 (生殖巣重量×100/軟体部重量)を測定し､成熟度の指標とした｡垂下養殖貝は55

年産貝を対象に蓬田･土屋 ･野辺地 ･川内の4点､地まき貝は54年産貝を対象に蓬田･野辺地 ･川内･

脇野沢の4点でそれぞれ調査した (第 1図の地名参照)｡調査個体数は1回につき30個体であった0

3 ラ ー パ 調 査

第 1図に示す39点において､4月上旬から6月中旬まで計11回行った｡図中Pおよび1-10の各

点は増殖センター､01･02は水産指導センター､その他の点は各地元の漁協や研究会､普及所によっ

て調査された｡ラーバの採集は､5･10･20･30m (増殖センターは40nまで)の各層からポンプ

で20.eの海水を吸み上げ､ⅩⅩ13のプランクトンネットで渡過した.また､水温や水深､透明度､

風向 ･風力､天候などの観側も同時に行った｡ラーバの検鏡は､殻長別に個体数を計数し､海水 l

niに換算 した.なお､当所で検鏡 したP･1-10､およびUl･Hl～H-3については､ムラサキ

イガイのラーバも測定 した.
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占森道道 l雷套市第 1図 ホタテガイ･ラーバ調査点

(･)､および付着椎貝調 査 の 行 わ れ た 地 先4 付着稚貝調査今年は後述するように付着の少な

いことが予想されたので､例年と同じ6月上旬と7月上旬の2回の全湾調査の他に､採苗器投入直後

の5月中旬から7月下旬まで62点で適宜調査を行って現況を把握 していった｡また､6月中～

下旬にも全湾調査を追加 し､さらに椎貝採取前の7月末～8月初めにも簡単な調査を行った｡ したがって

､全湾調査は計4回行ったことになり､散発的なものまで含めると例年の約 3倍の調査量となった｡

6月上旬を第 1回､6月中～下旬を第 2回､7月上旬を第 3回､7月末～8月初めを第 4

回の付着椎貝調査とする｡調査方法は､第 3回まではホタテガイとムラサキイガイ､キヌマ トイガイ､エゾ

イシカゲ､ヒトデの付着数を数え､ホタテガイの殻長を50個について測定 した.第 4回では採取が近いため､実際に採取に

使用する1.5分目 (4.5mm)や2分目 (6nlm)のふるいを使って､ 1袋から採取可能

な数を調べた.結 果1 水温と母貝の成熟度第 2図に各地の生殖巣指数と茂浦

表面水温 (半句平均)の変化を示す｡昨年の9月から12月までの湾内の水温が平年に比べ低めに経過 し

たため､母貝の成熟開始時期は早く､垂下貝の生殖巣指数が4点平均で20%になったのは1月16

日であった (平年は2月3日)｡しかし､その後も低水温の傾向が続いたため､指数は平均28%と

高く上昇 したものの､産卵の刺激となる水温の急上昇がなかったため､大規模な産卵に到らなかったも

のと思われる｡結局産卵時期は､指数の下降状況からみて､西湾で3月下旬～4月上旬､東湾で4月中旬～ 5月

上旬と思われ､例年に比べ20日程度の遅れがみられた｡ また､今年は地まき貝の指数も最高26%

と例年に比べ高いのが特徴であった｡2 ラーバの出現状況第 1-11回のラーバ調査における全湾平均のホタテガ
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第2図母貝 の成 熟度と茂浦の表面水温
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第 1回
(4/5-7)

平均188個/7Ti

第 2回
(4/12-13)

平均 269個/nt

第 3回
(4/19-21)

平均288個/ni

第 4回
(4/24-28)

平均458個/ni

第 5回
(5/1-4)

平均 417個/nf

⊂コ100個/ni未満
巴100-500個/7d
図500-1,000
個/7Ti
歴密1
,
000-1,
500個/nf
Jb1
,500
個/76以上

㌔ ･針 .＼. ･､.,

第4図各調査時におけるホタテガイ･ラーバの水平分布
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第 6回
(5/9-10)

平均 412個/nC

第 7回
(5/17-19)

平均 164個/7Ti

第 8回
(5/23-25)

平均 134個/ni

第9回
(5/30 -6/2)
平均 120個/7Ti

第10回
(6/6-8)
平均47個/7Ti

第11回
(6/14-15)
平均68個/nf
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第 1表 第 1回付着椎貝調査の結果 (57.6.5-9)

組合 .支所 地 先 衣潔 調査月日 投 入月 日 垂下 ホクテガイ付 着 数 殻 長 組 成 (arm/ % ) そ の 他 の 付 着 数～ 0.4 0.6 0.8 1.0 1.2 1.4 1.6 ヒ
トデ ムラサキ キヌマ ト エゾイ7TL 層 (個/袋) 01.4 ′ヽ一′ ′ヽ■′ ～

′■■′ ′■■′ ～ ～ イガイ イガイ シカゲ平 舘 村 今 津 35 6.7 5.13 中 168 20 46 14 12 4 4 - 116 38 2

4蟹 田 町 塩 越 65 〟 5.22 〟 672 16 52 22 10

- 54 74 66蓬 田 町 蓬 田 53 一ク 5.15 〟 396

20 42 26 10 2 - 28 43 25後 潟 小 橋 38 〟 5.16 〟 314 10 34 42 10 4 - 14 26 42

育森 奥 内 奥 内 36 〟 5.17 〟 816 6 30 46 18 - 44 72

300野 内 浦 島 35 〟〟 5.15 〟 196 10 44 32試験) 12 2 - 36 8 24市 〟 35 5.10 上下 (689

)(815) 平均752(当所 22 595270 329 452平内町 土 屋 土 屋 30 〟 5.6 中 744 12 52 20 8 2 4 02 1851

56 42茂 浦 小 島 27 〟 5.16 〟 516 36 50 12 2

0856 44 52浦 田 浦 田稲 生 4040 〟〟 5.135.13

上中下上中下 (296)703(532)(872)716(424) 8 68 20 4

460021 44152 470184 39788東田沢
東田沢 40 6.8 .5.18 中 1,184 14 26 34 22 4

0 80 192 176〟 45 〟 5.20 〟 1,292 20 40 14 22 4 1204 296

320小 湊 安井崎 25 6.7 5.20 〟 1,492 24 50 12 12 2

0 281 605 310活水川 滑水川 43 6.5 5.2 ノク 2.235
0 2,146 894 134狩場沢 36 6.7 5.19 〟 2,440 0 240 675

458野 辺 地 町横 浜 町む つ 市川 内 町脇 野 沢 村 馬 門 20 6.8 5_

10 〟 (1,078 30 58 12 ) 2が投0 )0.2 -

224 72 40木 月月 27 〟 5.14 〟 1,264 28 20 14 26 10 2 - 1,224 1

92 160蟹 田 27 〟 5.8 〟 I.312 22 38(当所試

験) 243317 102530 657 - 496 120 40

〟 〟 〟 5.12 〟 1,300 - - - -〟 〟 〟 5.20 〟 (750) - - - -有 戸 36 6.7 5.10 〟 1,591 7 285 192 8

8横 浜 22 .ク 5.15 〟 960 915 2831 - 100 100 64〟 - 6.9 5.19 〟 2,688 - iIlI - -

〟 - 〟 5.8 〟 I,564 1 - -

桧 木 30 Jク 5.13 〟 1.564 1 304 188 104

〟 32 〟 5.27 〟 (600 声2 60 8) (平館が投入) 80 124

68浜奥内大 湊 272324 6.8〟 5-lo ‡5.8 〟〟〟〟 742(600)93

2(780) 01201414 304 3018 24 1228224618 42 24 1028 14 14;Ⅲ (読40
23687 51193 4213蛎 崎川 内川 内 6.56.66.8 5.155.19i5.20 〟〟

一ク〟〟 1,4721,453(760)1,180944 0 3070 4242 200 93

116144 764032下 1,119 4 17 36 24 19



第2表 第 2回付着椎貝調査の結果 (57.6.14-2̀3)垂下層の平は平均付着数

組合.支所 地 先 求潔 調査月日 投 入月 月 垂下 ホタテガイ付 膚 数 寮 長 組 成 (I1 / % )

そ の 他 の 付 着 数′ヽ′0.4 0.6 0.8 1.0 1.2 1.4 1.6 1.8 2.0

ヒト ムラサキキヌマ ト ｣ゾイn 層 (個/袋) 0.4 ′ヽ一′ ′■■′ ノ■■一' ′ヽ′ ′ヽ一′ ′■■′

～ ′ヽー′ ′ヽ■′ -..ヾ7~ イガイ イガイ シカゲ蟹田町 塩 越蟹 田〟〟 30346060 6.22////// 5.155.15.155.15 平下中〟 7688161,096728 I(上0720､下2 8168 1.6 28 14 1

8 4 4 6 000 2.3593,9343,391 142160424 ll5872蓬 田 村 郷 沢広 瀬 5353 6.176.23 5.195.15 〟〟 1,616912 0.7-2.3平均

1.2 00中 沢 36 〟 5.17

ノク 1,251 0.5-2.1平均0.9 - - - -育森市

造 道 造 道 19 6.15 5.2 527 -

- - -原 別 原 別〟 3124 6.16〟 上中 712

828 00野 内 野 内

37 6.15 5.6 - 354 0.4.-1.2 66) - -
- -〟 37 〟 5.ll - 865 0.4-2.2 - - - -〟 1

5 〟 5.17 - 526 0.4.-1.4 - - - -〟 36

6.21 5.10 平 920 (上 833､下 1,0 2.5 626 50 45辛

内町 茂 浦 茂 浦 37 6.22 5.10 中 739 4 6 8 32 30 16 0-

4 2 0 1,901 216 58茂浦島 34 〟 5.13 〟 503 6 10

20 20 22 8 6 6 0 4,501 26 23浦 田 浦 田 45 6.21 5.16 〟 1,2牌 6 12 12 28 28 8 6 0 5,182 90 34活水川 支 所 32 〟 5.9 〟
1.7嶋 2 4 8 24 20 12 12 8 8 2 0 3,310 710 30〟 - 〟 5.13 〟 2,44

8 6 4 4 24 16 18 6 14 4 4 0 5,018 759 24野辺地 町 居 門〟木 明一ク

千草橋 2020253010 6.23〟一ク〟〟 5.65.265.165.24

5.13 Jク〟上中一ク 1,3681,(冶01,600896720 0 4 7 7 27 25 ll 4 2 13 00010蟹 田有 戸 3336 〟6.21 5.85.10 〟〟 2,5281,758 006 10 21 ll 10 07 385 4,500 489横 浜 町む つ 市川 内 町脇 野 沢 百目木 33 6.21 5.24 - 1,584 2

2 8 16 16 30 24 2 2 8 0 - - -海相" 26

〟 5｣15 - 2,528 4 4 8 14 18 22 20 10 4 -

- -三保川横 浜〟桧 木〟〟〟〟〟境 川〟 27272121 一ク6.14〟〟.ク6.216.23〟.ク6.23〟 5.15.155.185.135.175.155.125.275.295.154.28 中〟一ク上〟 1,2969851,9441,2481,認81.84

41.3761,1245048001,112 2044 618 3016 2214 1626 1816 24 1〟 21 〟 5.18 一ク 912 0
4 14 24 14 12 14 14 4 - - - -浜奥内 30 6.19 4.20 上 605 008 8 24 12 20 12

8 - - - -中 842 02 4 20 10 20 18 12 8

6 - - - -〟 216.23 5.12 上 688 0p4 6 18 28 4



第3表 第3回付着椎貝調査の結果 (57.7.2-7)

組合 .支所 地 先 水蘇(7n)投 入月 日 垂下層 ホタテガイ付 着 数(個/袋) 殺 長組成 (mm/ %) 上 :採苗器敬 (袋)下 :付着総 上 :育成可能数 (万)下 :採取予
そ の 他 の 付 着 数′■ー′ + 1 2 3 4 '5 ヒ ト

デ ムラサキ キヌマ ト エ ゾ イ1 ′ヽー′ ～ ′ヽー■′～ ′ー′6

敬 (万個) 定数 (刀) イ ガ イ イ ガ イ シ カ ゲ平 舘 村 今 津 38 5.15( 上 496 2 36 26 36 )
66,2113,436 1,6151,500 02,797 54

6 30中 496 10 32 28 30 0
2,321 585 10下 564 6 40 16 3

8 02,425 688 56平 519 6 36 23 35 (0 2,514 606 32)蟹 田 田 町 塩 越蟹 田 65

55 5.15 Ⅰ5.141( 上 1,388 8 28 30 34 ) 158,91015,764 7,3624,070 0 1.5

01 834 55中 1.020 6 12 48 34

0 I.469 612 0下 1,172 8 14 34 44 02,738 257 0
上 708 2 22 38 28 02,286 128 2

9中 784 10 14 36 40 0 1,240 188 16下 880 6 20 32

42 0 686 458 70平 992 7 18

38 37 (0 1,653 413 28)蓬 田 村 蓬 田

40 4.30( 上 808 8 18 54 20 ) 90,17012,083 5,1593,177 0 3,474 226 48中 1,536 10 10 38 42 03,563 768

61下 1,676 26 28 30 10

0 2,480 771 33平 1,340 15 19

43 24 (0 3,172 588 47)後 潟 四枚橋

ノク 3545 4.26 Ⅰ5.13 Ⅰ( 上 856 0 52 44 4 ) 40,6503,894 1,8031,37

5 02,562 188 0中 1,016 8 42

44 6 0 2,764 142 0下 1,060 4 40 46 10 0 2,798 233 0上 660 12 34 50 4 0 1.624 119 13中 984 14 46 38 2 0 1,870 79 0下 1,172 6 46 42 6 0 727 70 23平 958 7 43 44 5

(0 2,058 139 6)育森市 奥 内油 川沖 館青 森造 遺原 別野 内久栗坂 - - 5.14 - 1,580 14 30 48 8 )))

)) 118,90021,41449,8006,5196,8504

331,68012210,8001,13620,0221,09549,

6004,14771,6006,165 9,6792,2002,634

4,650152400564003417003228001,3562

,1001,9541,550 0 822 885 32前 田油

川沖 館青 森道 道原 別野 内鼻繰晦 35272323213025

5.145.20 ((( - 864 20 40 34 6

0 796 102 17上 2,480 4 46 3

0 20 0 744 446 298中 2,388 4 26 54 16 0 382 430 382下 1,692 6 28 52 1一4

0 643 68 68平 1,801 10 34 4

4 13 (0 677 386 159)上 1,604 18 34 40 8 8 449 2

25 32中 1,976 16 32 28 14 0
237 948 40下 348 24 40 18

18 0 49 896 35平 1,309 19 35 29 17 (2.7 245 690 36)

5.125.195.18 中上中 6327241,052 30840

443234 205624 642 004 3,1887,1343,717 6373105 0140

上 696 32 48 14 66 0 5

57 56 14中 568 44 46 10

0 2,147 34 ll下 376 48 32 14 0 30 23 0



第 3表一つづき

組合 .支所 地 先 水深(7n)投 入月 日 垂下層 ホタテガイ付 着 数(個/袋) 殺 長組 成 (m/%) 上 :採苗器敬 (袋)下 :付着総 上 :育成可能数 (刀)下 :採取予
そ の 他 の 付 着 数～ 1 2 3 4 5 ヒ ト

デ ムヲサキ キヌマ ト エ ゾ イ1 ′■■′ ～ ～ ～ ～6

数 (万個) 定数 (万) イ ガ イ イ ガ イ シ カ ゲ平内町野横む 土 屋 土 屋 30 5.6( 上 464 40 52 8 4 4

) 140,00012,558 3,8672.356 05.254

71 7中 1,148 30 48 18 0
1,056 ll ll下 1,080 48 32 14 2

4 1,642 497 43平 897 39 44 13 2 1 (i.3 2,651 64 20)I

茂 浦 茂浦島 32 5.16( 上 964 20 66 12 2 ) 100,5008,804 3.2312,880 0

6,227 77 58中 700 34 50 12 4

02,282 42 14下 964 26 30 40 4 02,680 212 19辛 876 27

49 21 3 (0 3,730 110 30)浦 田 油

日崎浦 田 5040 5.145.25 上 2,296 21 55 23

2 ) 155,80026,486 ll,4153,000 0

3,936 616 92中 1,070 10 67 20

4 5,199 316 23下 1.538 10 42 46 21 02,604 297 88中 1

,896 14 46 40 0 1,380 132 14

4( 平 1,700 14 53 32 ( 1.0

3,280 340 87)東悶沢 大 島 50 5.14( 上 1,576 22 50 28 2 21 ) 141,00019.613 7,5124,700 09,519 347 0中

1.264 18 50 28 4 2,227 54 5下 1

,332 32 30 30 8 4 6,474 160 0辛 1,391 24 43 29 3 (2.7 6,073 187 2

)小 湊 白 砂 42 5.12 中 I.792 12 28 52 8 6 ) 326,50052,109 24,1797,100 02,760 358 36Jク 42 5.12 ノク 1,922 6 36 50 8 0 1.807 346 77〟 24 5.6 〟 1,074 4 20 56 14 04,124 365 21( 平 1,596 7 28 53 10

2 (0 2,897 356 45)活水川地 町浜 町つ 市 支 所

支 所有 戸千草橋泊 川桧 木〟境 川〟 333030122427〟3030 5.6 (5.12 (上 4.032 8 18 54 2

0 21 )))22 300,00075,900213.0

0028,904216,85038.686 33,3965,70014,1928,01018,37612.450 0 7,90

3 1,371 81中 2,336 12 36 38 14

02,897 1,402 47下 3,712

8 32 46 14 02,227 1.856 74上 2,296 20 14 50 14 010,194 92 4中 1,4

28 6 56 34 4ll 0 257 400 20

下 1,376 18 32 50 0 523 330

28(5.19 t5.ll ((5.13 Ⅰ5.22 t･ i平

2,530 12 31 45 (0 4,000 909 42)

上 960 0 30 54 14 21 03

,224 240 0中 1,608 4 32 54 10

3 2,000 112 0下上中下辛 2,2324401,8001,1001,357 32 4736 3748 1312 ､o(1.0 1,1442,.123 504285 J83)

上 2,000 4 20 44p24 4 02

,320 625 8中 2,000 6 22 46 22 4

0 408 600 32下 1.600 2 18 56

18 6 8 120 840 160上 2,720

6 18 44 24 83 8 912 440 32

中 1,672 12 16 50 22 8 200 160



第3表一つづき

組合 .支所 地 先 衣栄(n)投 入月 日 香一下層 ボタテガイ付 着 数(個/袋) 殻 長組成 (mm/%) 上 :採苗器敬 (袋)下 :付着総 上 :育成可能数 (万)下 :採取予
そ の 他 の 付 着 数～ 1 2 3 4 5 ヒ ト

デ ムラサキ キヌマ ト エ ゾ イ1 ～ ～ ～ ～ ′ヽ′6

敬 (万個) 定数 (万) イ ガ イ イ ガ イ シ カ ゲむ つ 市 境 川城ケ沢 3022 5.23 上 1.008 0 34 62 4 8 14

2 103,49716,684) 8,1757.050 0

304 36 4中 1.192 8 26 58 8

0 60 64 0下 1,536 10 12 30

40 0 684 12 05.8 上 1,008 0 6 30 30 20 02;324 204 0(続 き)

中 1,948 6 30 40 20 47 0 2,208

396 4下 1.736 20 42 28 10

0 896 264 0( 平 1,612 9 26 36 21 (0 1,174 670 ll)田 名 部 習字 同上とする 2J宝330 197

220川 内 川 内 5.17 上 1,896 40 26

26 8 ) 561.600100,639 35,7275,785 05,005 228 38下 1,668 18 52 26 4 0 563 411 151( 平 1,792 29

39 26 6 (0 2,784 320 95)股 野 沢 瀬 野

寄 浪 3836 5.13 上 1,352 0 4 24 46 26 2

.3 56,40012,729) 7,2055,955 03,200

104 12中 2,280 0 10 34 40 14

0 2,164 252 4下 4,328 0 4 30 34

32 4 1,388 1,232 4325.16 上 1,336 0 22 28 44 6 07,904 568 12中

2,108 0 4 20 60 16 07,848 976 0下 2,136 0 26 44 2

6 4 4 2,464 560 116( 平 2,257 0

12 30 42 16 (1.3 4,161 615 96)西湾平均 (平舘～浦田) 1,14718.037.4

32J12こ40.I 1,081,503124,057 50,94631,158 0.5 2,266 306 53東 湾 平 均(東田沢⊥脇野沢) 自 管

内 分 1,799
1,921,3

47345,667

148,95



の付着数の差から1日当りの付着数を算出して示す｡これにより､付着の盛期は西 ･東湾とも5月

下旬から6月上旬であり､その後西湾では6月下旬まである程度付着が続いたのに対 し､東湾では

急激に少なくなったことが分った｡なお､この調査として､陸奥湾の付着生物を調べるために57年

4月から58年 7月まで青森市野内沖と野辺地町有戸沖で付着物調査を行ったが､この付着基質にホ

タテガイの採苗器を用いたので参考になると考え､1日当りのホタテガイの付着数を第8図に示す｡

西湾側の青森と東湾の野辺地と､共に5月中～下旬が付着の盛期セあり､第7図とほぼ一致 した｡

ただし､野辺地が青森より少し早めに盛期となっており､第 7図とは若干異なった｡これは､第 7

図の方法が5月上～下旬を中心に投入された採苗器を時期を追って調査したのに対 して､第8図の

方は14日間垂下して次々と新 しいものに交換 したので､その差が出たものと思われ後者の方法がよ

り正確と思われる｡したがって､付着盛期は東湾が比較的早く5月中～下旬､西湾は少し遅れ5月

下旬～6月下旬と思われる｡この点は第6図の260/J以上のラーバの出現ともよく対応を示 してい

た.ただし､260FL以上のラーバ数が西湾と東湾では極端な差があった割には､付着数は比較的接

近していた (第 3回で西湾1,147個/袋､東湾1,806個/袋)｡付着予報の段階では､第 7回 (5

月17-19日)のラーバ調査による260jL以上のラーバ数から､付着数を西湾300､東湾3,000と予

報したが､西湾では予報より多く､東湾では少なく付着したことになる｡これについては､当時の

第4表 第4回付着椎貝調査の結果 (57.7.29-8.3)

組 合 支 所 調査 投 入 垂下層 ふるい分けた椎貝数 組 合 支 所 調査 投 入 垂下層 ふるい分けた椎月数2分目 1.5分 日 1.5 i 2分目 1.5分 目 1.5 覚(地 先) 月日 月 日 分 目未満 計

(地 先) 月日 月 日 分目未満 計育 野 内久粟坂 8.38.3 5.24 中 315 107 174 596 川 内 町 8.1 5.19 中 1,071 236 213 1,5205.21
上 384 255 416 1,055 /y/y /y 中 836 194

- -蘇 中 390 154 168 712 /y ( 上 1,287

363 336 1,986市 下 316 205 128 649 (川 内) 中 1,佑6 237

352 1,645( 平 363 205 237 805) 下辛 538958 556317 3

52313 1,446I,588)平内 浦 田東田沢 7.307.29 5.135.17 中〟

412823 432313 563382 1,4071,518 脇 野 沢 村 8.3/y/y5.16一･y t5.18(t上 1,540 270 1,810町 穂水川 8.3 5.5 /

y 920 130 150 1,200 (瀬 野)( /y )(寄 浪) 中下上中 1,9181,250ぐ1,2, 25

21246143 55 50117 2,1731,4651,2962,260野 辺 地 町(明 前) 8.3 5.15 /y 1,020 113 -

横 浜 町(横 浜) 8.3/y5.16 上 1,379 138

- -中 1,473 401 457 2,331 下 1,501 72 1,573下

948 680 698 2,336 上 1,272 41 1,313/y 中 785 199 - - 中 1,248 33 1,281( 平 1,146 4(冶 578 2,130)

下平 1,2121,359 183 7064 1,2821,

6(冶)む つ 市(浜奥内) 7.30 .5.4 ( 上中下平 9453331,230836 23250156146 17762238159

1,35244

51,62



第5表 昭和57年度採苗器投入状況調査の結果

組合 .支所 採 苗 者 数 採 苗 施 設 時 期 別 投 入 採 苗 器 数 (

袋)組 今員 数 経 営体 数 施設数ケ 統)幹綱総延長 (7n) 4 月 5 月 6 月中 旬 下 旬

上 旬 中 旬 下 旬 上 旬平 舘 村 70 70 100 12,000 6,400 3,30520,270 54,295 7.6617,160 950壁 田 町

79 79 138 13,800 158,910

蓬 田 村 67 67 106 10,600 56,340後 潟 72

49 40 6,000 2.800 13,500 13,700 10.650二∃三日蘇市 奥 内 66 66 240 12,000 ll,000ll,000 38,00056072039.280 42,500 13,000

14,400 5,000800池 川 31 31 86 4,800

24,800 15,000 5,000

沖 舘 12 12 20 1,500 1,000

4,750 1,1003,610青 森 1 1 3 450 56

0 560造 道 10 10 14 1,400 7,000 3

,000原 別 18 18 44 4,400 9,636 6,0

16 405,840野 内 47 35 46 4,600 13,900

17,400 18,300久栗坂 44 44 80 8,000 19,200

45,600 6,800計 229 217 533 37,150

118,596 105,326 49,210平内町 土 屋

84 56 56 5,600 36,000 82,600 57,

400 8,500茂 浦 121 90 90 9,000 9,4006,000 8

2,600浦 田 143 104 98 9,800 146,300 9,5

00東田沢 125 118 135 13,500 121,000 14,00

0小 湊 319 231 231 34,650 130,000 120,000 40,50072,500活水川 338 203 375 56,250 10,000 130,000 160,000計 1,130 802 9

85 128,800 46,000 358,000 687,300.野 辺 地 町横 浜 町 376117 17898 莱173米

140 莱34,600米28,000 ll,000 8,650103,130 71,00056,145640,816 71,000144,567 71,00072,283 1,7608,550む つ 市田 名

部 904 904 148米3 22,475米45



計 ① 他 の 漁 協 .支 所 管 内 へ の 投 入 採 苗 器 数 (袋 ) 合 計((∋十㊥ ) 備 考昨 年 度 の投 入 数小 湊 滑水川 野辺地 横 浜 む つ 川

内 股野沢 計㊥66,211 300 6001,000 4,745 24,600 600

6,245 72,456 51,940158,910 3,000

27,600 186,510 89.27090,17040,650 3,350 4,350

0 94,52040,650 72,79046,910118,90049,8006,8501,68010,80020,02249,60071,600 2,000 2,0001,800 2,0000000003,800 120,90049,8006,8501,68010,80020,02249,60075,400 70,00022,

5005,6502,0007,20016,35018,00063,000329

,255 2,000 3,800 5,800 335,052 204,000140,000 3,850 4,950 9,5009,50.0 1,5001.500 25,200 8,500 8,800 148

,800 86,400100,500 1.800 6,000 34,500 135,000 79,

200155,800 4,800 3,600, 18,30043,500 44,700 200,500 103,000141,000326,500300,0001,163,800 7,50()17,950 4,60019,150 6,00014,500 18,100

00106,100 159,100326,500300,0001,269,900 100,000197,950150,000716,550213,000216,850103,4972,500561,60056,400 000000 231,000216,850103,4972,500561,60056,400 153,105198,90092,0001,750163,08048,300



環境等を詳細に検討してみる必要があるが､一つの推定としては次のことが考えられる｡西湾は湾

口部からの海水流入が活発で､東湾よりも一般に潮流が速いことが知られているが､ラーバの密度

が希薄であっても流速が高まれば付着基質との接触の度合いは高くなるこ とが考えられ､このため

西湾で予報よりも付着が多くなったと思われる｡

次に､採苗器の投入数は全湾で315万袋となり､昨年の1.7倍と多くなった｡また､投入された

時期は､第6図に示すように採苗速報に従って5月中旬が最も多く､これはまた260〃以上の付着

期のラーバの出現数が最大になった時期と一致 しており､適確な投入時期であった｡西湾の人が東

湾に投入した採苗器は､すべて5月中旬と下旬で､約15万袋となり全体からみると5%程度で少な

かった｡しかし､この調査は組合を経由したアンケート調査であったため､末端まで行き渡らなかっ

た恐れがあり､実際にはこの数倍あったと考えられる｡

第 9図に､第 1- 3回の付着調査における椎貝の殻長組成を示す｡椎貝の総体的な大きさは､付

着の遅れた55年と平年並みだった56年のほぼ中間の大きさであった｡ただし､ここでいう大きさと

は､椎貝全体を含めた場合のことであって､今年のように付着数が少ない年に一定数量を確保する

ためには､例年 7月下旬から8月上旬の椎貝採取時には捨てているような5m未満の椎貝が採取可

能になる8月中旬まで待つ必要が生じた｡したがって､第3表に示 した育成可能数は8月11日 (例

年8月 1日)を基準に推定 したものである｡第 4回の付着調査では､1.5分目のパールネットに収

容するために使う2分目のふるいに残る数は､東湾では1,009個と比較的多く､しかも全体の2/3

を占めたが､西湾では363個で全体の1/ 3に過ぎなかった｡この時点で東湾では採取可能となっ

たため､8月上旬から中旬にかけて採取が行われ､西湾では約10日遅れて中旬から下旬に行われた｡

また､西湾では地元の採苗器だけでは確保が難 しいと予想された地先もあったが､東湾に入れた採

苗器を加えて何とか椎貝を確保することができた｡

4 ムラサキイガイのラーバと付着について

4- 6月のムラサキイガイのラーバの出現数を第

10図に示す.なお､これは殻長200FL以上のものだ

けで､200〟未満のものについては同定が困難なの

で除いた｡今年は昨年より非常に少なく､6月上旬

に70個/viを越えた程度であった.この点はホタテ

ガ イのラーバの出現と同じ傾向であった｡一方､採

苗器への付着数は7月上旬の調査で2,655個/袋と

昨年 (23,900個)の1/10程度で､ラーバ数と対応

を示 していた.一方､前述 した付着物調査の青森市

野内における1日当りのムラサキイガイの付着数を

第10図に加えたが､ラーバ出現数と-日当りの付着

数はほぼ対応 しており､またこれから付着の盛期は
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/
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5月下旬から6月上旬であった｡
野辺地での付着盛

期は
､
青森と異なり

､
5月中旬と6月下旬～7月

上 第10図旬の2回の山が認められた

｡ -96- 4 5

6 7月ムラサキイガイの2
00〃以上のラーバ出現数 (上)



Ⅰ 外

調 査 方 法

ラーバ調査点と付着椎貝調査点を第11図に示す｡これらの調査方法は原則として陸奥湾内と同様で

あったが､一般にラーバが湾内より希薄なため､ラーバの採集は100Jeまたは200.eを採水 して行っ

た｡ラーバ調査は今別で4月12日から5月31日まで8回､三沢で4月30日と5月17日の2回､野牛で

5月12日と5月25日の2回､それぞれ行った｡付着椎貝調査は5月21日から8月23日まで適宜行った｡

結 果

4-5月のラーバ出現数を第12図に示す｡全ラーバ数は昨年に比べ少なく､陸奥湾内と同様であっ

た.調査回数の多かった今別についてみると､4月19日が最大で以後減少した｡260FL以上のラーバ

では5月下旬に多く､この頃が付着盛期と思われる｡260IL以上の出現数は､今別と陸奥湾内の西湾

側 (第 6図)がは拒持ヨ応を示しており､湾口部に近い今別が西湾の影響を強く受けているこ とが分る｡

第11図 外海のラーバ調査地点 (●)と付嘉
椎貝調査点(o)
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外海各地先での付着椎貝調査の結果を第6表に示す｡付着椎月数はどの地先も例年より少なく､ラー

バ出現数と同じ傾向であった｡また､殻長組成から付着の盛期は5月下旬以降であった｡

Ⅱ 採苗速報 ･その他

採苗速報は､ラーバ調査の第 1-11回および付着椎貝調査の第 1-3回の終了後に､第 1-12号とし

てとりまとめ (ラーバ調査第10･11回は､それぞれ付着調査第 1･2回と重複)､普及所 ･漁協を通

じて配布した.また､それと同時期にNHKラジオ ･テレビに簡単なスポットとして一般に広報した｡

内容は､第 1-6号ではラーバの出現状況と付着時期の予報､採苗器投入の指示を行い､第 7-9号

では更に付着の状況を加え､第10-12号では第 1-3回の付着調査の結果を中心にした｡次に､8月

初めには ｢ホタテガイ養殖管理情報第 1号｣を発行 し､第4回の付着調査の結果から椎貝の採取時期

を指示 し､同時に適正保有数の厳守､適正収容密度の徹底､取り扱いの注意などの啓蒙を行った｡

また､昨年度は ｢ホタテガイ･ラーバ調査の手引き｣を刊行 したが､今年は更に内容を充実 して昭

和57年度版として刊行 し､関係機関に配布 した｡

第6表 外海各地先でのホタテガイ付着椎貝調査結果

地 先 調 査月 日 投 入月 日 垂下層 付 着椎 貝 数(個/袋) 同 平 均 殻 長 組 成
(和 / %)- 1 1- 2- 3- 4- 5- 6

- 7.- 8- 9-今 別 5.215.31 (;:1;5.13 (5.18 (上下上下 02032101243 0:::118.5 f l l l T I L ー I l(6袋分)300-400FL多 い300-400ILと､500-550FLの 2つの山あ り7.15

43 1 1 7 15 10 7 2野 牛 7.28.23 5.25〟 上下 12245袋で 70 ) 1823.3 423 3021 3

(～ 5 52.9 ～1030.0 10′-148.5 15-6 1抑 )8.6%釈 6.30 5.17 上

中下 22848) 26 0.7- 2.7mm1.5- 4.1m0.8- 5.

0nlmr八戸市鮫 7.2 5.24 - 6袋で 8 1.3 1.0- 1.5mm

階 上 7.26 5.17 上中 1346 40.8 4.3 76.950.0 23.
115.2 8.7 4.3 4.3 6.5 4.3 0 2.2(12-5.26


